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自立語特許

蓄熱温室
太陽熱を長期にわたって地中に蓄熱

し,これを冬季の暖房に利用する省エ

ネルギー蓄熱温室が注目されている｡

地中蓄熱の方法には,温室地下残部

(-50cm程度)に埋設した温風パイプに,

室内の空気を送風機によって循環する

方式などがあるが,これは主として短

期サイクルでの熟の出し入れであるこ

とから,蓄熱量が少なく,またそれが,

天候条件に大きく影響されやすかった｡

更に,夜間の暖房運転時には温風パイ

プにi疑結していた水分が,室内に循環

して,そのため過湿化の傾向になった｡

日立製作所が開発した蓄熱温室(図り

は,温室地下約1.5mに温水パイプを埋

設して,周辺土壌とともに地中蓄熱部

を形成し,これにポンプを介して太陽
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図2 蓄熱中の温度変化
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図l システム概念

熱集熱器を結†ナLたシステムであるっ夏

季又は秋季から蓄熱を開始して地中深

部に長期間蓄熱することによって,大

量かつ高i且のエネルギ【が蓄積される

(図2)｡冬季に童り暖房必要時期にな

ると,地中深部からの熱伝導の効果が

表われ,地表面から室内への放熱が盛

んになりi温室内を暖房する｡二のよう

に,地中の熱伝導の遅れ及び熱容量の

大きさを巧みに利用した方i去である｡

1.特長･効果

(1)長期の蓄熱,放熱サイクルである

から,暖房時の効果は短期の天候条件

に左右されにくい｡

(2)自然放熱(地中伝導)を利用してい

るから,他の補助機器(放熱器など)は

不要であr),簡便なシステムである｡

(3)温室内の空気は流動させないので,

夜間,過湿化にはならない｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●年春闘昭56-1440柑号

｢蓄熱温室+

■技術指導

地中蓄熱温室
地中蓄熱形の省エネルギー温室が普

及しつつあるが,その地中熱交換器の

埋設条件の設定の指針が必要である｡

地中熱交換能力を大きくするには,

地中熱交換器(ここではパイ70状とす

る｡)をできる限り多く埋設すればよい

が,これは土木費用及び材料費の高騰

を招来する｡従来のように短期蓄･放

熱サイクルの蓄熱･放熱方式では,や

やもするとこの傾向になりがちであった｡

費用低減のためには,できるだけ配

管のp(ピッチ)を大きく取り,またd

(埋設探さ)を浅く取りたい｡しかも,

熱交換能力を実用上差し支えない値に

維持する必要がある(図l)｡
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図l 温室と地中熱

交換器の関係

日立製作所は,このr(配管半径),

d,pと地中熱交換器から地表への放熱

係数αとの関係を明らかにした(図2)｡

αは地中熱交換能力,特に長期蓄･放

熱サイクルでのそれをよく代表する値

である｡αは100%にする必要はなく,

特に長期サイクルの場合には,60%程

度まで低減しても実用上問題はなく,

そのときの関係式は次のようになる｡

2<且≦120log(孟)γ

1.特長･効果

(1)i且室地下を全面的に掘削しなくて

もよく,適切な掘削ピッチが設定可能

である｡したがって,土木作業が合理

化される｡概して深くなるほどピッチ

を大きくできる｡

(2)特に,長期蓄･放熱サイクルの地

中熱交換器に有効である｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭5ト122722号

r地中蓄熱温室+

■技術錆導
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日立諾特許

有機性廃;夜の嫌気性消化方法
下水,畜産排水,家庭厨芥などの有

機性廃液及び廃棄物を処理,処分する

際に,その処理,処分を環j菟問題なし

に行なうことが極めて重要である｡

これら有機性廃ぎ夜及び廃棄物を,嫌

気性消化法により処理する方法が知ら

れているが,消化に時間がかかI)大量

のJ亮乗物処理には不適である｡

日立製作所が開発した嫌気性消化70

ロセス(図=は,消化日数を著しく短

縮し,メタン含有ガスの発生量を向上

させたもので,今後ますます増大する

都市部での家庭厨芥などの有機廃棄物

処理に重要なプロセスである｡

脱硫潤一前処理
液化槽

沈殿槽

加熱 沈殿槽

○ ■‾0

0 0 0

原料

う

この新規プロセスの主要点は,下記

のとおりである｡

(1)廃棄物の前処理

有機廃棄物に酸又はアルカリを添加

して加熱後中和し,嫌気性消化する｡

消化日数が短縮され,ガス生成量が増

加する(図2)｡

(2)嫌気性消化法の改良

嫌気消化を,液化菌を使用する液化

工程とガス化菌を使用するガス化工程

とに分けて,更に消化日数の短縮とガ

ス生成量の増加を図った｡

(3)消化廃液処王里

消化プロセス廃液をイオン交換休と

ガス貯槽

ガス化槽

図l 嫌気性消化プロセス

接触し,炭酸ガス

を吹き込み,廃液

を浄化する｡

1.特長･効果

(1)消化日数を10

沈殿槽 日以内に短縮｡

(2)ガス生成量を

1.2倍に増加｡
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2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1069甚21号

｢生物性廃棄物の処理方法+

●特許第柑引337号

｢有機性廃液の嫌気性消化方法+

●特許第川85663号

｢有機性廃液の嫌気性消化方法+

●特許第1057川9号

｢嫌気性消化処理液の処理方法+

排ガス中の窒素酸化物除去技術
発電所ボイラなどの燃焼炉あるいは

製鉄所プラントなどから排出される排ガ

ス中には,窒素酸化物が含まれている｡

この窒素酸化物を除去する手段とし

て,排ガスを触媒の存在下でアンモニ

アと接触させてNOxを還元し窒素と水

に変換する方法があり,広く実施され

ている｡
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図2 アンモニア分析装置の構成

従来は,アルミナをベースとする触

媒を用いてNOxの還元を行なってきた

が,排ガス温度によってNOx還元率が

著しく変化し,しかも排ガス中の硫黄

酸化物によって,触媒が被毒され性能

が低下する欠点があった｡

日立製作所は,一連の脱硝触媒を開

発し実用化した｡この触媒の性能を図

1に示す｡また,排ガス中のアンモニ

ア分析技術を確立した｡アンモニア分

析装置の構成を図2に示す｡この触媒

及びアンモニア分析技術は,発電所ボ

イラに適用され実績を挙げている｡

l.特長･効果

(1)広い温度範囲で高いNOx還元率を

もっているので,排ガス温度の調整が

不要である｡

(2)触媒が硫黄化合物によって被毒さ

れにく く,触媒寿命が長い｡

(3)残留アンモニアガスがi充出しない｡

2.提供技術

一騎連特許の実施許諾

●特許第103477一号

｢窒素酸化物を含有する排ガスの処

理方法+他35件

●特許第100川57号
ナ

｢アンモエア分析法+飽3件.

日立製作所では･すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただし､ております0またノウハウについてもご相談に応しておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は… 株式書敢日立製イE祈 〒■00東京都千代田区丸の内一丁自5蕃l号(新丸ビル)電話(03)214-3114(直通)特許部特許営業グループ
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大容量薄形フロッピーディスク区動装置"FDD-441”

FDD-441フロッピーディスク駆動装

置(以下,FDDと略す｡)は,_ 8im薄形

の大容量FDDとして開発した新しいタ

イプのものである｡記憶容量は9.6Mバ

イト(アンフォーマット,従来比6倍),

データ転送速度は,1,500kビット/秒

(従来比3倍)と大容量･高速化を実現

し,記録媒体交換可能なディスクファ

イルとして,高機能OA(Office Auto･

mation)機器に最適である(図1)｡

1.FDD-441の!特長
咋

(1)1枚のフロッピーディスクに標準

図I FDD-4引フロッピーディスク駆動装置

フロッピーディスク6枚分を記録でき,

ファームウェア,ソフトウェアの収納

媒体として使用できる｡

(2)5inハードディスク方式のインタ

フェースを採用し,同一コントローラ

にハードディスクを併設でき,シンプ

ルなファイルバックアップシステムが

構成できる｡

(3)VFO(Variable Frequency Oseil･

1ator)とデータ変復調回路を内蔵し,

システム設計を容易にしている｡

(4)高記録密度媒体を標準フロッピー

ディスクと同一サイズのソフトジャケ

ットに封入し,使い慣れた操作感覚で

記録媒体を取り扱える｡

(5)3,000ゲート専用LSIなどの高集積

化,ダイレクトドライブスピンドルモ

ータなどのシンプルな機構により,メ

ンテナンスフリー,高信頼性を実現し

ている｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)

表l 主な仕様

項 目 仕 様

記憶容l

アンフォーマット 9.600kバイト

フ

オ

】

マ

ツ

ト

256バイト/セクタ 6′150kバイト

512バイト/セクタ 7′250kバイト

川Z4バイト/セクタ 8.200kバイト

デ ー タ 転 送 速 度 l.500kビット/秒

記 蒋 密 度 ZO.560bpi

ト ラ ッ ク 密 度 96TPl

ト ラ ッ ク 数 308本

回 章云 数 360｢pm

デ
ー タ 転 送 方 式 MFM

平 均 回 転 待 ち 時 間 83ms

アクセス

タイム

トラック開平均 2ms

lト ラ ッ ク 39ms

全トラック平均 140ms

モータスタート 200ms書

電源客土
＋5V土5% 2.2AI

＋24V±10% 0･8A暮(呈竺;ストト)
外形寸法(幅×奥行×高さ) 57×328×217(mm)

重 工 約3.5kg

注:* Typicaり直

略語説明 MFM(Modifi8d Frequency Modu伽ion)

T円(Track perlnch)

5.25in磁気ディスク装置｢DK511シリーズ+

DK511シリーズ磁気ディスク装置は,

ミニフロッピーディスク装置と同一の

コンパクトサイズに36.4Mバイト/51M

バイト(アンフォーマット記憶容量)の

大容量記憶を実現した高速･高信頼性

の記録媒体固定形ランダムアクセスフ

ァイル装置であり,オフィスコンピュ

ータ,パーソナルコンピュータなどの

OA(Office Automation)機器や種々の

マイクロコンピュータ応用システムに

使用される(図1参照)｡

1.DK511シリーズの特長

(1)ミニフロッピーディスク装置と同

一サイズの′ト形･軽量なボディ内に,

図I DK511シリーズ磁気ディスク装置

総記憶容量36.4Mバイト/51Mバイトの

大容量を記憶できる｡

(2)小形の回転形ボイスコイルモータを

使用し,ヘッドをサーボ位置決めする

ことによって平均アクセス時間を30ms

と高速にしている｡

(3)防塵エンクロージャを,ショック

マウントを介して外枠フレームに連結

する耐衝撃構造をヨ采用し,取扱い時に

ヘッド,ディスクにかかる衝撃を緩和

している｡

(4)5.25inディスク標準インタフェー

ス(ST506/412)を採用しており,アプ

リケーションに応じた選定やエンハン

スが容易である｡

(5)オプションとして,ハードセクタ

機能,VFO(Variable Frequency Os-

cillator)機能,コントロール機能〔SCSI

(SmallComputer SystemInterface)

準拠〕を用意し,システム構築に便宜

を図っている｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)

表l 主な仕様

形 式
DK51卜3 DK51l-5

項 目

青己偉 容 l
フォーマットなし 36.4Mバイト 引M′くイト

フォーマットあり 28.6M′くイト 40Mバイト

トラック当たり容t(フォーマットなし) 10.耶6バイト

面当たり客土(フォーマットあり) 5.TMバイト

セクタ容暮(フォーマットあり) 256バイト

セ ク タ 数/ト ラ ッ ク 3Z

使 用 デ ィ ス ク 枚 数 3 4

ヘッド個数

デー タ ヘ ッド 5 丁

サーボヘッド l 】

シ リ ン ダ 個 数 699

アクセスタイム

(ノミナル値)

平 均 30ms

長 大 55ms

長 小 8ms

平 均 回 書云待 ち 時 間 8.3ms

固 I云 数 3′60Drpm

デ
ー

タ 事孟 送 達 虔 625kバイト/s

配 線 密 度 9,340bpi

ト ラ ッ ク 密 度 丁84T円

配韓方式･データ転送方式 MFM

外 形 寸 法(幅×奥行×高さ) 川6×203×83(mm)

王 t 約3kg

t 渥
＋12V土10%

5A(ピーク時).
2.5A(定常時平均)

＋5V±5% 2A

使 用 条 件
動 作 時 温 度 5～45℃

動 作 時 湿.虔 8-80ク右

注:略語税明 MFM(Mo州iod Fr8qU8nOy Mod山atjon)

TPI(Track po=nch)

S3
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HITAC D-900シリーズ分散プロセッサ

HITAC D-900シリーズは,D-910,

920,950,960の4機種から成り,DPOS

(DistributeddataProcessingOperat-

ing System)のもとに,OA(Office Au･

tornation)ローカル処理機能をもつクラ

スタ端末制御,管理プロセソサとして

能力を発揮する｡

1.D-900シリーズの主な用途

(1)百貨店,大規模スーパーマーケッ

ト向けPOS(Point of Sale)用ストア

コントローラ

(2)OA,汎用端末装置を集中管理する

オフィス管理システム

(3)生産管理システムでの端末制御シ

区= HlTAC D-950システム

ステム

などである｡

2.特 長

(1)拡張性を重視した分散プロセッサ

D-910からD-960までシステムの規模

に応じたプロセッサの二選択が可能である｡

(2)ホストコンピュータによる分散機

の集中管理

各拠点の分散プロセッサを管理,制

御できる分散システムサービス機能が

充実している｡

(3)ネットワーク分散処理機能の充実

HNA(HitacbiNetwork Architecture)

と非HNAネットワーク綱を共存させて

運用することができる｡

(4)OA･ローカル処理機能の充実

文書処理プロダクトによりオフィス

の文書類や目録を電子ファイル化,画

像,図形入りの入出力を合わせて行な

うことが可能である｡

(5)導入が簡単

システム生成運用メニューの提供に

よr)導入,構成変更が簡単に行なえ,

表】 HITAC D-900シリーズの主な構成

仕様

機種

項目
D-910 D-920 D-950 D-960

プロセッサ

メモリ容暮
l-2M l-4M 2-8M 2-･8M

バイト バイト バイト バイト

性 能

(2進加井)
6.4/JS 3.1〃S l〝S 0.6恥S

入出力装正
デ ィ スク

長大260M

バイト

長大520M

′くイト
長大Z.0$OMバイト

そ の 他 MT.CR,+P.OCR

端 末 装 置

HITACT-560/28ビデオデータターミナル

ファクシミリ接続装置

パーソナルターミナル(PT-り

注:略語鋭明 MT(磁気テープ),CR(カードリーダ)

L可ラインプリンタ)
OCR(光学文字読取り裳荘)

専門要員のいないところでも運用できる｡

(6)最新のテクノロジーによる小形化

と高信頼性

本シリーズは,汎用のHITAC Mシ

リーズ,Lシリーズに使用されている

ECL(Emitter Coupled Logic)-LSI,

CMOS(ComplementaryMOSトLSIを

採用し装置の小形化と高信頼性を実現

している｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)

日立評論 Vol.66 No.3 予定日次

■特集 ソフトウェア生産技術

ソフトウエアー貫生産システム`てCAS''

ソフトウェアテスト技術とその動向
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